
№ 議事 委員の御意見 事務局の考え方

（１）各種審議会における女性委員の登用状況について

意見①
※　令和６年４月１日現在に選任中の場合、直近の数字を参考にしています。
※　記載している附属機関・行政委員会・懇談会等は、行政改革推進課に届出されてい
　るもので、 かつ各課が委員を選任しているものとなります。
　上記２つは「選任中＝選任している」となるため矛盾していると思います。特に当課の
次世代の研究会は選任に着手することなく見直しを行いました。

意見①～③
ご指摘のとおり、「各種審議会等における女性委員の登用状況一覧表」の
調査説明欄が分かりにくい説明や誤解を招く表現であったことから、指摘
事項を参考に説明内容及び表現につきまして、改めて検討し、次回調査の
際は、分かりやすい説明に改めます。

意見②
※　記載している附属機関・行政委員会・懇談会等は、行政改革推進課に届出されてい
　るもので、 かつ各課が委員を選任しているものとなります。
　附属機関は法律又は条例設置、行政委員会は法律設置なので、行政改革推進課に届出さ
れているで捉えるものではないと思います。

意見③
※　令和６年４月１日現在に選任中の場合、直近の数字を参考にしています。
　上記を入れる必要がある場合は、「※　令和６年４月１日現在」の下に入れるのがいい
と思います。なお、附属機関には該当がないということでよろしいでしょうか。数字の意
味が変わってしまうので。

意見④
「庁内プロジェクト会議」において女性委員の比率が著しく低い点について、庁内プロ
ジェクト会議の多くが課長級以上の職員が構成員となっており、課長級以上の職員に占め
る女性の割合が著しく低いことに起因すると考えます。
「３　市職員」において「役付職員」として副主幹相当職以上の職員の女性比率を掲載し
ていますが、課長級以上の職員に占める女性の割合を公表し、適正な登用（昇任のみでな
く、いわゆる管理部門への配置を含みます。）を図るべきであると考えます。

意見④
ご指摘のとおり、充て職選出の多い庁内プロジェクト会議において女性委
員の比率が著しく低いのは、課長級以上の女性比率の低さが要因であると
認識しております。川越市男女共同参画基本計画においては、女性管理職
（課長級以上）の割合を評価指標としていることから、本調査結果につい
ても、課長級以上の職員に占める女性の割合を記載するよう検討いたしま
す。

意見⑤
市の政策・方針決定過程へ、多様な視点を導入し、幅広い議論が行われ、新たな発想を取
り入れていく必要があると考えます。そのためには、女性が委員として参加する割合をさ
らに向上させ、男女の人数を均衡に近づけることが望ましいと考えます。
引き続き、女性委員の登用を進めていく必要があると思います。

意見⑤
引き続き女性委員の登用の促進に向け、周知・啓発してまいります。
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